
株式会社丸美商店

　検針員２人（パート）と社員７人の合計９人がこれまで検針業務に従事。主
に本社から10㎞圏内の近隣エリア1,000件を検針員が、それ以外の遠方の
顧客1,200件を営業が担当していた。「検針は月初めの３日間に集中します。
車で1時間以上かかるエリアなどは営業が回っていましたが、検針業務に手
いっぱいでお客様に顔を出すまでの時間的余裕もなく、７人の営業社員が３

日間実働21日分を検針業
務だけに割かざるを得ない
状況でした」と小松崎専務。
検針に使用するハンディ端
末が社内に５台（リース）し
かなく全員分そろっていな
かったため、他業務と調整
しながら交代で行う作業は
時間的ロスも多かったとい
う。そうした状況を鑑みて、
検針作業の自動化を目的に
LPWA通信システムの導入
を決めた。

遠方エリアの顧客から設置を推進
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　株式会社丸美商店は１９６２年創業。LPガスや機器の販売のみならず住宅
のリフォームから増改築、新築工事まで多角的な事業展開で着実に信頼と実
績を積み上げてきた。水道や電気などガス以外の建設関連の資格を有する
社員も複数名おり、幅広い知識と柔軟な対応力が同社の強み。「各々が得意
分野を生かして仲間をサポートし合うなど、協力体制が取れている」と小松崎
亘専務。社屋がある市原市の姉ヶ崎地区を中心に2,200件の顧客を抱える。

（千葉県市原市）
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　設置先は、営業の負担を減らすために遠方エリア400件で割り振った。社
員6人体制で設置期間は2カ月間。顧客への事前周知は特に行わず、工事の
際に営業担当者が口頭で説明した。「今回は時間的余裕がなく住所のみで割
り振りましたが、営業担当によって設置件数にバラツキが生じてしまいまし
た。事前にエリアや担当者別にリストを作成して割り振ることで、もっと効率
的に作業が進められたと思います」と振り返る。
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　「導入前は検針の時期になるとハ
ンディ端末がすべて出払っている状
態でしたが、今は数台残るようになり
ました。営業担当に時間的余裕が生
まれたことはもちろん、使用台数が減
りリース代の削減にもつながりまし
た」と小松崎専務は社内の変化を明
かす。同社では４年に１回の法定点検
に加え、年に１回の定期点検を実施
目標にしており、検針業務に費やして
いた時間を積極的な顧客の訪問に充てられるようになると期待する。
　また、24時間監視システムで顧客のリアルな状態が把握でき、問題が生じ
た際の素早い原因究明と対応が顧客満足度を高めるとも続ける。「遠隔作業
により、使用料金の滞納者に対してガス栓を止めたり、現場へ行かずとも素早
く遮断弁が復帰できることも業務の効率化につながります」
　令和３年度は補助金事業を活用して400件を導入。今年度は自社で400件
の追加設置を進め、事業拡大に更なる弾みをつける。

LPWA通信システム導入で得られた効果
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